
中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム2024年度
遺伝情報に基づく、ぬくもりのあるがん医療実践者を育成するコース（インテンシブコース）

『がん患者さんの対応・心理的な支援で悩んだこと』 

について一緒に考えよう

2025年 ２月 １７日 （月） 17:45～19:00

場 所 ： 島根大学医学部附属病院 ゼブラ棟2階 だんだん

※ハイブリッド形式（Zoom同時配信）
対象者 ： 医療従事者、遺伝医療に興味のある大学生

申込み方法 ：こちらからお申込み下さい ※締切：2025年2月13日（木）17:00

URL：https://forms.gle/MShWKuLzubCYom2t8

セミナー内容に関するお問い合せ：

島根大学医学部附属病院 臨床遺伝・ゲノム医療センター

E-mail shimadaiiden@med.shimane-u.ac.jp

事務担当：島根大学医学部附属病院 先端がん治療センター

TEL 0853-88-3128 E-mail ganpro-shimane@med.shimane-u.ac.jp

医療現場で実際に困った場面、悩んだ事例をもとに、
がん患者さんの心理を考え、明日からの実践につなげるコミュニケーションと
意思(志)決定支援について学びます。

稲垣先生！！教えてください

17:45 開会

17:50～18:30 講演 「がん患者さんの心理について考える」

島根大学医学部 精神医学講座

教授 稲垣 正俊 先生

18:30～18:50 「Q&A」 稲垣先生 ! !  教えてください

事前に募集した、医療現場における困った場面での患者さんの心理分析と、

患者さんへの対応や支援についてご教示いただきます

(例） ・がんゲノムの説明の際に「どうせ何もみつからない」「死を待つだけ」と言われた。

・乳がんと告知され間もない患者さん。術式選択に関わるために遺伝性乳がんの検査に

関する説明をしたが、告知後の衝撃期の意思決定支援は困難だった。 などなど

18:50～19:00 全体総括・挨拶

【program】

挨拶 ： 田村研治 （島根大学医学部附属病院 腫瘍内科/先端がん治療センター 教授）
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